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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡スコープの種別を表すスコープ情報と、内視鏡プロセッサの設定を表すプロセッ
サ情報と、前記内視鏡スコープが撮影したスコープ画像及び手技に関する情報を示す情報
画像を含んで成るプロセッサ画像とを受信する受信部と、
　前記プロセッサ画像における前記スコープ画像の位置及び範囲を示すトリミング領域と
、前記スコープ情報及び前記プロセッサ情報とを関連づけて記憶する記憶部と、
　前記スコープ情報及び前記プロセッサ情報を用いて前記記憶部から前記トリミング領域
を読み出し、前記トリミング領域を用いて前記プロセッサ画像から前記スコープ画像を切
り出す処理部とを備え、
　前記処理部が、前記内視鏡プロセッサから画像キャプチャ命令を受信したときに前記受
信部が受信しているプロセッサ画像を静止画像として前記記憶部に記憶させ、
　前記処理部が、前記トリミング領域を用いて、前記記憶部に記憶された前記プロセッサ
画像から前記スコープ画像を切り出す内視鏡ファイリング装置。
【請求項２】
　前記処理部は、前記プロセッサ画像から前記スコープ画像を切り出して得られた切り出
しスコープ画像を用いてレポートを作成する請求項１に記載の内視鏡ファイリング装置。
【請求項３】
　前記記憶部は、前記プロセッサ画像における前記情報画像の位置及び範囲を示す情報領
域と、前記スコープ情報及び前記プロセッサ情報とを関連づけて記憶し、
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　前記処理部は、前記スコープ情報及び前記プロセッサ情報を用いて前記記憶部から前記
情報領域を読み出し、前記情報領域を用いて前記プロセッサ画像から前記情報画像を切り
出す請求項１又は２に記載の内視鏡ファイリング装置。
【請求項４】
　前記処理部は、前記プロセッサ画像から前記スコープ画像を切り出して得られた切り出
しスコープ画像と、前記プロセッサ画像から前記情報画像を切り出して得られた切り出し
情報画像とを用いてレポートを作成する請求項３に記載の内視鏡ファイリング装置。
【請求項５】
　前記スコープ情報、前記プロセッサ情報、及び前記トリミング領域を関連づけながら入
力する入力部をさらに備え、前記記憶部は、前記入力部によって入力された前記スコープ
情報、前記プロセッサ情報、及び前記トリミング領域を関連づけながら記憶する請求項１
から４のいずれかに記載の内視鏡ファイリング装置。
【請求項６】
　請求項１に記載の前記内視鏡スコープと、請求項１に記載の前記内視鏡プロセッサと、
請求項１に記載の前記内視鏡ファイリング装置とを備える内視鏡システム。
【請求項７】
　内視鏡スコープが撮影したスコープ画像と被験者の情報を示す情報画像とを含んで成る
プロセッサ画像における前記スコープ画像の位置及び範囲を示すトリミング領域と、前記
内視鏡スコープの種別を表すスコープ情報及び前記内視鏡プロセッサの設定を表すプロセ
ッサ情報とを関連づけて記憶する記憶部を備える内視鏡ファイリング装置が実行する画像
処理方法であって、
　内視鏡スコープの種別を表すスコープ情報と、内視鏡プロセッサの設定を表すプロセッ
サ情報と、前記内視鏡スコープが撮影したスコープ画像と被験者の情報を示す情報画像と
を含んで成るプロセッサ画像とを受信するステップと、
　前記内視鏡プロセッサから画像キャプチャ命令を受信したときに前記受信部が受信して
いるプロセッサ画像を静止画像として前記記憶部に記憶させるステップと、
　前記スコープ情報及び前記プロセッサ情報を用いて前記記憶部から前記トリミング領域
を読み出すステップと、
　前記トリミング領域を用いて、前記記憶部に記憶された前記プロセッサ画像から前記ス
コープ画像を切り出すステップとを備える画像処理方法。

                                                                                
  
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像から所望の領域を切り出す内視鏡ファイリング装置、内視鏡システム、
及び画像処理方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡スコープを用いて患者の体内を撮影し、得られた画像を記録する内視鏡システム
が知られている。内視鏡システムは、得られた画像を記録し、管理するファイリング装置
を備える。ファイリング装置は、画像及び撮影時刻などの情報を記憶するとともに、画像
を用いてレポートを作成する。レポート作成に用いられる画像から所望の領域を切り出す
等の操作は行われない（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－２２０８３９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　内視鏡システムは、内視鏡スコープが撮影した画像に患者の情報等を画像として付加す
る内視鏡プロセッサを備えることがある。この場合、ファイリング装置は、内視鏡プロセ
ッサが付加した情報を含む画像を記憶することになる。この情報を含む画像をレポートに
使用すると、内視鏡スコープが撮影した画像の領域を、情報を表示する領域が圧迫し、ユ
ーザが画像を視認しにくくなる。他方、情報を含む画像から情報を表示する領域をユーザ
が削除するのは手間がかかる。
【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、内視鏡スコープが撮影した画像の
みを容易に得ることが可能な内視鏡ファイリング装置、内視鏡システム、及び画像処理方
法を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本願第１の発明による内視鏡ファイリング装置は、内視鏡スコープの種別を表すスコー
プ情報と、内視鏡プロセッサの設定を表すプロセッサ情報と、内視鏡スコープが撮影した
スコープ画像及び手技に関する情報を示す情報画像を含んで成るプロセッサ画像とを受信
する受信部と、プロセッサ画像におけるスコープ画像の位置及び範囲を示すトリミング領
域と、スコープ情報及びプロセッサ情報とを関連づけて記憶する記憶部と、スコープ情報
及びプロセッサ情報を用いて記憶部からトリミング領域を読み出し、トリミング領域を用
いてプロセッサ画像からスコープ画像を切り出す処理部とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　処理部は、プロセッサ画像からスコープ画像を切り出して得られた切り出しスコープ画
像を用いてレポートを作成することが好ましい。スコープ画像のみを用いて、レポートを
作成できる。
【０００８】
　記憶部は、プロセッサ画像における情報画像の位置及び範囲を示す情報領域と、スコー
プ情報及びプロセッサ情報とを関連づけて記憶し、処理部は、スコープ情報及びプロセッ
サ情報を用いて記憶部から情報領域を読み出し、情報領域を用いてプロセッサ画像から情
報画像を切り出すことが好ましい。プロセッサ画像から的確にスコープ画像を切り出すこ
とができる。
【０００９】
　処理部は、プロセッサ画像からスコープ画像を切り出して得られた切り出しスコープ画
像と、プロセッサ画像から情報画像を切り出して得られた切り出し情報画像とを用いてレ
ポートを作成することが好ましい。スコープ画像のみを用いて、レポートを作成できる。
また、プロセッサ画像から的確にスコープ画像を切り出すことができる。
【００１０】
　スコープ情報、プロセッサ情報、及びトリミング領域を関連づけながら入力する入力部
をさらに備え、記憶部は、入力部によって入力されたスコープ情報、プロセッサ情報、及
びトリミング領域を関連づけながら記憶することが好ましい。プロセッサ画像から的確に
スコープ画像を切り出すことができる。
【００１１】
　本願第２の発明による内視鏡システムは、前記内視鏡スコープと、前記内視鏡プロセッ
サと、前記内視鏡ファイリング装置とを備えることを特徴とする。
【００１２】
　本願第３の発明による画像処理方法は、内視鏡スコープが撮影したスコープ画像と被験
者の情報を示す情報画像とを含んで成るプロセッサ画像におけるスコープ画像の位置及び
範囲を示すトリミング領域と、内視鏡スコープの種別を表すスコープ情報及び内視鏡プロ
セッサの設定を表すプロセッサ情報とを関連づけて記憶する記憶部を備える内視鏡ファイ
リング装置が実行する画像処理方法であって、内視鏡スコープの種別を表すスコープ情報
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と、内視鏡プロセッサの設定を表すプロセッサ情報と、内視鏡スコープが撮影したスコー
プ画像と被験者の情報を示す情報画像とを含んで成るプロセッサ画像とを受信するステッ
プと、スコープ情報及びプロセッサ情報を用いて記憶部からトリミング領域を読み出すス
テップと、トリミング領域を用いてプロセッサ画像からスコープ画像を切り出すステップ
とを備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、内視鏡スコープが撮影した画像のみを容易に得ることが可能な内視鏡
ファイリング装置、内視鏡システム、及び画像処理方法を得る。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】本願発明による内視鏡ファイリング装置を有する内視鏡システムを概略的に示し
たブロック図である。
【図２】第１のプロセッサ画像を示した図である。
【図３】第２のプロセッサ画像を示した図である。
【図４】第３のプロセッサ画像を示した図である。
【図５】第４のプロセッサ画像を示した図である。
【図６】第５のプロセッサ画像を示した図である。
【図７】第６のプロセッサ画像を示した図である。
【図８】第７のプロセッサ画像を示した図である。
【図９】レポートを示した図である。
【図１０】情報送信処理を示したフローチャートである。
【図１１】トリミング領域設定処理を示したフローチャートである。
【図１２】トリミング領域を設定する状態を示した図である。
【図１３】トリミング領域、スコープ情報、及びプロセッサ情報の関係を示した図である
。
【図１４】トリミング領域、スコープ情報、及びプロセッサ情報の関係を示した図である
。
【図１５】検査処理を示したフローチャートである。
【図１６】レポート作成処理を示したフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、本発明の一実施形態による内視鏡システム１００について説明する。図１は内視
鏡システム１００を概略的に示す図である。内視鏡システム１００は、内視鏡スコープ１
３１と、内視鏡スコープ１３１に接続される内視鏡プロセッサ１３２と、内視鏡プロセッ
サ１３２に接続されるファイリング装置１１０と、ファイリング装置１１０に接続される
モニタ１３３、キーボード１３５、及びマウス１３６とを主に備える。
【００１６】
　内視鏡スコープ１３１は、図示しない撮像素子、スコープＣＰＵ、及びスコープメモリ
を主に備える。撮像素子は、内視鏡スコープ１３１の先端部に格納される例えばＣＣＤ又
はＣＭＯＳであって、患者の体内に挿入されて観察対象物を撮像する。そして、撮像した
画像をスコープ画像として内視鏡プロセッサ１３２に送信する。スコープ画像の詳細につ
いては後述される。スコープＣＰＵは、内視鏡スコープ１３１が備える各要素を制御する
ことにより、内視鏡スコープ１３１を動作させる。スコープメモリは、内視鏡スコープ１
３１の種別を表すスコープ情報、内視鏡スコープ１３１のファームウェア、及び各種の設
定情報などを記憶する。
【００１７】
　内視鏡プロセッサ１３２は、図示しないプロセッサＣＰＵ、及び内部メモリを主に備え
る。プロセッサＣＰＵは、スコープＣＰＵに接続され、スコープＣＰＵを介してスコープ
メモリに記憶されている情報を取得する。また、プロセッサＣＰＵは、内視鏡スコープ１
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３１からスコープ画像を受信して、手技に関する情報を画像として付加し、得られたプロ
セッサ画像を出力する。プロセッサ画像の詳細については後述される。内部メモリは、内
視鏡プロセッサ１３２の設定を表すプロセッサ情報及び手技に関する情報等を保存する。
プロセッサＣＰＵは、後述する情報送信処理を実行する。
【００１８】
　ファイリング装置１１０は、受信部を成すビデオキャプチャ１１１、処理部を成すファ
イリングＣＰＵ１１２、メモリ１１３、記憶部を成すハードディスク１１４、通信インタ
ーフェース１１５、表示インターフェース１１６、及びネットワークインターフェース１
１７を主に備える。
【００１９】
　ビデオキャプチャ１１１は、内視鏡プロセッサ１３２に接続され、内視鏡プロセッサ１
３２からプロセッサ画像を受信する。ファイリングＣＰＵ１１２は、ビデオキャプチャ１
１１からプロセッサ画像を受信して、メモリ１１３を一時記憶装置として使用しながら所
定の画像処理を行って表示画像を作成し、表示画像を表示インターフェース１１６及びハ
ードディスク１１４に送信する。また、ファイリングＣＰＵ１１２は、後述するレポート
作成処理を実行して、レポートを作成する。レポートは、手技において撮影した画像及び
手技の情報を表示して、手技の内容をまとめたものである。さらに、ファイリングＣＰＵ
１１２は、後述するトリミング領域設定処理及び検査処理を実行する。
【００２０】
　通信インターフェース１１５は、内視鏡プロセッサ１３２とファイリングＣＰＵ１１２
との間で情報をやりとりする。内視鏡プロセッサ１３２から受信する情報は、内視鏡スコ
ープ１３１の種別を表すスコープ情報と、内視鏡プロセッサ１３２の設定を表すプロセッ
サ情報であって、通信インターフェース１１５からハードディスク１１４及びファイリン
グＣＰＵ１１２に送信される。
【００２１】
　ハードディスク１１４は、表示画像、スコープ情報、及びプロセッサ情報を記憶する。
【００２２】
　ネットワークインターフェース１１７は、ファイリング装置１１０をイーサネット（登
録商標）等のネットワークに接続する。
【００２３】
　表示インターフェース１１６は、ファイリングＣＰＵ１１２から表示画像を受信して、
モニタ１３３に適合する信号形式に変換した後、モニタ１３３に表示画像を送信する。
【００２４】
　モニタ１３３は、表示インターフェース１１６から画像を受信して表示する。
【００２５】
　ユーザは、キーボード１３５及びマウス１３６を操作して、所望の情報をファイリング
装置１１０に入力する。キーボード１３５及びマウス１３６は入力部を成す。
 
【００２６】
　次に、図２、３、及び４を用いてプロセッサ画像について説明する。
【００２７】
　図２は、第１のプロセッサ画像を示す。第１のプロセッサ画像は、第１の種類による内
視鏡スコープ１３１を用いた手技によって得られた第１のスコープ画像と、手技に関する
情報を示す情報画像とを含む画像である。第１のプロセッサ画像において、左側に第１の
スコープ画像が表示され、右側に情報画像が表示されている。情報画像は、患者の氏名、
年齢、及び性別、手技を行った日時、コメント、並びに手技を行った医師の氏名等を表示
する。
【００２８】
　図３は、第２のプロセッサ画像を示す。第２のプロセッサ画像は、第２の種類による内
視鏡スコープ１３１を用いた手技によって得られた第２のスコープ画像と、手技に関する
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情報を示す情報画像とを含む画像である。第２のプロセッサ画像において、左側に第２の
スコープ画像が表示され、右側に情報画像が表示されている。情報画像は、第１のプロセ
ッサ画像と同様の内容を表示する。第２のプロセッサ画像における第２のスコープ画像の
大きさは、第１のプロセッサ画像における第１のスコープ画像の大きさよりも小さい。
【００２９】
　図４は、第３のプロセッサ画像を示す。第３のプロセッサ画像は、第１のスコープ画像
と、第１のスコープ画像に特殊な画像処理を施して得られた第１の特殊画像と、手技に関
する情報を示す情報画像とを含む画像であって、ツインモード（同時表示モード）がオン
にされたときにプロセッサＣＰＵによって作成される画像である。特殊な画像処理は、画
像において所定の波長を含む部位を強調した画像や、輪郭線を強調した画像などである。
情報画像は、第１のプロセッサ画像と同様の内容を表示する。第３のプロセッサ画像にお
いて、左半分に第１のスコープ画像が表示され、右半分に第１の特殊画像が表示され、上
下両端側に情報画像が表示されている。第１のスコープ画像の大きさは、第１の特殊画像
の大きさと等しい。また、第３のプロセッサ画像における第１のスコープ画像及び第１の
特殊画像の大きさは、第１のプロセッサ画像における第１のスコープ画像の大きさ及び第
２のプロセッサ画像における第２のスコープ画像の大きさよりも小さい。第３のプロセッ
サ画像における第１のスコープ画像及び第１の特殊画像の位置は、第１のプロセッサ画像
における第１のスコープ画像の位置及び第２のプロセッサ画像における第２のスコープ画
像の位置と全く異なる。
【００３０】
　図５は、第４のプロセッサ画像を示す。第４のプロセッサ画像は、画像拡大機能がオン
にされたときに作成される画像であって、第１のスコープ画像を第１のプロセッサ画像に
表示される大きさよりも拡大して表示したプロセッサ画像である。第４のプロセッサ画像
における第１のスコープ画像の大きさは、第１のプロセッサ画像における第１のスコープ
画像の大きさよりも大きい。
【００３１】
　図６は、第５のプロセッサ画像を示す。第５のプロセッサ画像は、画像拡大機能がオン
にされたときに作成される画像であって、第２のスコープ画像を第２のプロセッサ画像に
表示される大きさよりも拡大して表示したプロセッサ画像である。第５のプロセッサ画像
における第２のスコープ画像の大きさは、第２のプロセッサ画像における第２のスコープ
画像の大きさよりも大きい。
【００３２】
　図７は、第６のプロセッサ画像を示す。第６のプロセッサ画像は、ツインモード及び画
像拡大機能がオンにされたときに作成される画像であって、第１のスコープ画像及び第１
の特殊画像を第３のプロセッサ画像に表示される大きさよりも各々拡大して表示したプロ
セッサ画像である。第６のプロセッサ画像における第１のスコープ画像及び第１の特殊画
像の大きさは、第３のプロセッサ画像における第１のスコープ画像及び第１の特殊画像の
大きさよりも大きい。
【００３３】
　図８は、第７のプロセッサ画像を示す。第７のプロセッサ画像は、外部入力機能がオン
にされたときに作成される画像であって、第１のスコープ画像と、内視鏡プロセッサ１３
２に外部から入力された外部入力画像とを含む画像である。第１のプロセッサ画像におい
て、左側に第１のスコープ画像が表示され、右側に外部入力画像が表示されている。外部
入力画像の位置及び大きさは、内視鏡スコープ１３１の種類に応じて変化する。外部入力
画像は、情報画像の一種である。
【００３４】
　図９は、レポートを示した画像である。レポートは、手技が終了した後に作成される画
像であって、スコープ画像のみを画像として表示するとともに、手技の情報を表示する。
そのため、ファイリングＣＰＵ１１２は、ハードディスク１１４に記憶されているプロセ
ッサ画像からスコープ画像を切り出す（トリミングする）必要がある。そこで、以下の処
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理が実行される。
【００３５】
　次に、図１０を用いて情報送信処理について説明する。情報送信処理は、ファイリング
ＣＰＵ１１２からの要求に応じてプロセッサＣＰＵによって実行される処理であって、内
視鏡スコープ１３１からスコープ情報を取得して、ファイリングＣＰＵ１１２に送信する
処理である。スコープ情報は、内視鏡スコープ１３１の種別を表す情報である。
【００３６】
　始めのステップＳ５１では、プロセッサＣＰＵがスコープＣＰＵと通信して、スコープ
ＣＰＵからスコープ情報を取得する。
【００３７】
　次のステップＳ５２では、プロセッサＣＰＵが、ファイリング装置１１０にスコープ情
報を送信する。そして処理が終了する。
【００３８】
　これにより、ファイリング装置１１０がスコープ情報を取得する。
【００３９】
　次に、図１１から図１３を用いてトリミング領域設定処理について説明する。トリミン
グ領域設定処理は、ファイリングＣＰＵ１１２によって実行される処理であって、ユーザ
の操作によってトリミング領域を決定し、ハードディスク１１４に保存する処理である。
トリミング領域とは、プロセッサ画像においてスコープ画像が占める領域であって、プロ
セッサ画像におけるスコープ画像の外縁を座標で表した情報である。ユーザが所定の操作
を行ったときに、トリミング領域設定処理が実行される。トリミング領域設定処理は、内
視鏡スコープ１３１及び内視鏡プロセッサ１３２がファイリング装置１１０に接続されて
いない場合であっても実行可能である。
【００４０】
　始めのステップＳ６１では、モニタ１３３に表示された内視鏡スコープ１３１の種類の
一覧から、所望の内視鏡スコープ１３１をキーボード１３５及びマウス１３６を用いてユ
ーザが選択する。これにより、内視鏡スコープ１３１の種別を示すスコープ情報が決定さ
れる。
【００４１】
　次のステップＳ６２では、モニタ１３３に表示された内視鏡プロセッサ１３２の種類の
一覧から、所望の内視鏡プロセッサ１３２と、内視鏡プロセッサ１３２の動作モード情報
とをキーボード１３５及びマウス１３６を用いてユーザが選択する。内視鏡プロセッサ１
３２の動作モード情報は、例えば、ツインモード、画像拡大機能、及び外部入力機能がオ
ンにされているか否かを示す情報である。内視鏡プロセッサ１３２の種類及び内視鏡プロ
セッサ１３２の動作モード情報をプロセッサ情報という。ステップＳ６２によって、プロ
セッサ情報が決定される。
【００４２】
　次のステップＳ６３では、モニタ１３３に表示されたプロセッサ画像を参照して、キー
ボード１３５及びマウス１３６を用いてトリミング領域をユーザが指定する。詳細に説明
すると、まず、図１２に示されるようなプロセッサ画像がモニタ１３３に表示される。ユ
ーザは、このプロセッサ画像を参照しながら、マウス１３６を操作して矩形形状である枠
１２０１の位置を移動、及び枠１２０１の大きさを調整して、スコープ画像の位置及び大
きさに枠１２０１を合わせる。スコープ画像の位置及び大きさに枠１２０１が一致したと
きに、この位置及び大きさに決定する旨の命令をキーボード１３５及びマウス１３６を用
いてファイリング装置１１０に入力する。これにより、トリミング領域が指定される。
【００４３】
　次のステップＳ６４では、ファイリングＣＰＵ１１２は、ステップＳ６３において決定
された枠１２０１の四隅の座標を取得し、これをトリミング領域として、ステップＳ６１
で取得したスコープ情報及びステップＳ６２で取得したプロセッサ情報と関連づけて、ハ
ードディスク１１４に記憶させる。図１３及び１４に、ハードディスク１１４が記憶する
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トリミング領域と、スコープ情報と、プロセッサ情報との関係を示す。
【００４４】
　図１３は、ツインモード及び画像拡大機能と内視鏡プロセッサ１３２の種別との関係を
示した図である。
【００４５】
　第１の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモード及び画像拡大機能がオンであるとき、図７に示す第６のプロセッサ画
像が得られる。よって、左右の画像を含むトリミング領域Ａがハードディスク１１４に記
憶される。
【００４６】
　第１の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモードがオンであり、画像拡大機能がオフであるとき、図４に示す第３のプ
ロセッサ画像が得られる。よって、左右の画像を含むトリミング領域Ｂがハードディスク
１１４に記憶される。トリミング領域Ｂはトリミング領域Ａよりも小さい。
【００４７】
　第１の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモードがオフであり、画像拡大機能がオンであるとき、図５に示す第４のプ
ロセッサ画像が得られる。よって、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ｃがハード
ディスク１１４に記憶される。トリミング領域Ｃの形状、位置、及び大きさは、トリミン
グ領域Ａ及びＢと異なる。
【００４８】
　第１の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモード及び画像拡大機能がオフであるとき、図２に示す第１のプロセッサ画
像が得られる。よって、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ｄがハードディスク１
１４に記憶される。トリミング領域Ｄの大きさはトリミング領域Ｃと異なり、トリミング
領域Ｄの形状、位置、及び大きさは、トリミング領域Ａ及びＢと異なる。
【００４９】
　ツインモードがオンであるとき、プロセッサＣＰＵは、スコープ画像の大きさをプロセ
ッサ画像の大きさに合わせて適宜調節する。よって、プロセッサ画像に含まれる２つのス
コープ画像の位置及び大きさは、内視鏡スコープ１３１の種別に応じて変化しない。その
ため、第２の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されてい
る場合に、ツインモード及び画像拡大機能がオンであるとき、図７に示す第６のプロセッ
サ画像と同様の画像が得られる。よって、左右の画像を含むトリミング領域Ａがハードデ
ィスク１１４に記憶される。
【００５０】
　同様に、第２の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続され
ている場合に、ツインモードがオンであり、画像拡大機能がオフであるとき、図４に示す
第３のプロセッサ画像と同様の画像が得られる。よって、左右の画像を含むトリミング領
域Ｂがハードディスク１１４に記憶される。
【００５１】
　第２の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモードがオフであり、画像拡大機能がオンであるとき、図６に示す第５のプ
ロセッサ画像が得られる。よって、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ｅがハード
ディスク１１４に記憶される。トリミング領域Ｅの形状、位置、及び大きさは、トリミン
グ領域Ａ、Ｂ、及びＣと異なる。
【００５２】
　第２の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、ツインモード及び画像拡大機能がオフであるとき、図３に示す第２のプロセッサ画
像が得られる。よって、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ｆがハードディスク１
１４に記憶される。トリミング領域Ｆの大きさはトリミング領域Ｃ及びＤと異なり、トリ
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ミング領域Ｆの形状、位置、及び大きさは、トリミング領域Ａ及びＢと異なる。
【００５３】
　同様にして、第３の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続
されている場合についても、トリミング領域Ａ、Ｂ、Ｇ、及びＨがハードディスク１１４
に設定及び記憶される。
【００５４】
　図１４は、外部入力機能と内視鏡プロセッサ１３２の種別との関係を示した図である。
【００５５】
　第１の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、外部入力がオンであるとき、図８に示す第７のプロセッサ画像が得られる。よって
、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ａと、右側の外部入力画像を含むトリミング
領域Ｆとがハードディスク１１４に記憶される。他方、外部入力がオフであるときは、外
部入力画像がプロセッサ画像に含まれないため、左側のスコープ画像を含むトリミング領
域Ａのみがハードディスク１１４に記憶される。
【００５６】
　第２の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続されている場
合に、外部入力がオンであるとき、第１の種類による内視鏡スコープ１３１と同様にして
、左側のスコープ画像を含むトリミング領域Ｃと、右側の外部入力画像を含むトリミング
領域Ｆとがハードディスク１１４に記憶される。他方、外部入力がオフであるときは、外
部入力画像がプロセッサ画像に含まれないため、左側のスコープ画像を含むトリミング領
域Ｃのみがハードディスク１１４に記憶される。
【００５７】
　同様にして、第３の種類による内視鏡スコープ１３１が内視鏡プロセッサ１３２に接続
されている場合についても、トリミング領域Ｄ及びＦがハードディスク１１４に設定及び
記憶される。
【００５８】
　トリミング領域設定処理を実行することにより、トリミング領域がスコープ情報及びプ
ロセッサ情報と関連づけられてハードディスク１１４に記憶される。
【００５９】
　次に、図１５を用いて、検査処理について説明する。検査処理は、手技が開始された時
にファイリングＣＰＵ１１２によって実行される処理であって、スコープ情報及びプロセ
ッサ情報と関連づけてプロセッサ画像をハードディスク１１４に保存する処理である。
【００６０】
　始めのステップＳ７１では、手技が開始された旨の信号を内視鏡プロセッサ１３２から
受信する。
【００６１】
　次のステップＳ７２では、ファイリングＣＰＵ１１２がプロセッサＣＰＵに情報送信処
理を実行させ、内視鏡プロセッサ１３２からスコープ情報及びプロセッサ情報を取得する
。
【００６２】
　次のステップＳ７３では、ファイリングＣＰＵ１１２がプロセッサＣＰＵから画像キャ
プチャ命令を受信し、ビデオキャプチャ１１１がその命令を受信した時に受信しているプ
ロセッサ画像を静止画像としてハードディスク１１４に記憶させる。
【００６３】
　次のステップＳ７４では、検査が終了する。そして処理が終了する。
【００６４】
　検査処理を実行することにより、プロセッサ画像がハードディスク１１４に記憶される
。なお、ステップＳ７１では内視鏡プロセッサ１３２から信号を受信することにより処理
を開始しているが、ファイリング装置１１０が内視鏡プロセッサ１３２に対して信号を要
求することにより処理を開始してもよい。
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【００６５】
　次に図１６を用いて、レポート作成処理について説明する。処理は、手技終了後にユー
ザの指示によりファイリングＣＰＵ１１２によって実行される処理であって、スコープ情
報及びプロセッサ情報を用いてプロセッサ画像からスコープ画像を切り出して、切り出し
た画像を用いてレポートを作成する処理である。
【００６６】
　始めのステップＳ８１では、検査処理のステップＳ７２で受信したスコープ情報及びプ
ロセッサ情報に基づいて、トリミング領域をハードディスク１１４から読み出す。
【００６７】
　次のステップＳ８２では、ステップＳ８１で読み出したトリミング領域を用いて、ハー
ドディスク１１４に記憶されているプロセッサ画像から、スコープ画像を切り出す。そし
て、切り出したスコープ画像をレポートに貼り付ける。そして処理を終了する。
【００６８】
　レポート作成処理を実行することにより、情報画像を含まない、スコープ画像のみを用
いて、レポートを作成できる。
【００６９】
　本実施形態によれば、スコープ画像のみを用いて、レポートを作成できる。また、プロ
セッサ画像から的確にスコープ画像を切り出すことができる。
【００７０】
　また、スコープ画像をレポートに用いられる画像として、プロセッサ画像とは別にハー
ドディスク１１４に記憶しておく必要がないため、記憶容量を節約できる。
【００７１】
　ファイリング装置１１０がスコープ情報及びプロセッサ情報を記憶しているため、予め
トリミング領域を設定しておけば、内視鏡スコープ１３１の種類及び内視鏡プロセッサ１
３２の設定が変更されても、ユーザがファイリング装置１１０においてトリミング領域を
変更する必要がない。
【００７２】
　なお、スコープ情報及びプロセッサ情報は、前述のものに限定されない。
【００７３】
　また、プロセッサ情報は、前述の機能のオン・オフでなく、内視鏡プロセッサ１３２の
種類を示すものであっても良い。この場合、内視鏡プロセッサ１３２の種類に応じてトリ
ミング領域が記憶される。
【００７４】
　なお、ファイリング装置１１０でなく、内視鏡プロセッサ１３２がトリミング領域と、
スコープ情報と、プロセッサ情報との関係を記憶してもよい。
【００７５】
　また、レポート作成処理において切り出される領域はスコープ画像に限定されず、プロ
セッサ画像に含まれる情報画像であってもよい。このとき、スコープ画像に加え、又は代
えて、情報画像を使用してレポートを作成してもよい。
【符号の説明】
【００７６】
　１００　内視鏡システム
　１１０　ファイリング装置
　１１１　ビデオキャプチャ
　１１２　ファイリングＣＰＵ
　１１３　メモリ
　１１４　ハードディスク
　１１５　通信インターフェース
　１１６　表示インターフェース
　１１７　ネットワークインターフェース
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